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昭和61年度予算

24億1，200万円

みんなのくらしに使われます

　
昭
和
六
十
一
年
度
予
算
が
三
月
十
七
日
、
第
一
回

定
例
議
会
で
可
決
．
成
立
し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
に
つ
い
て
は
、
歳
入
歳
出
と
も
一
一
十
四

億
一
千
二
百
万
円
。
前
年
度
当
初
と
比
べ
る
と
約
二

億
八
千
万
円
増
、
十
三
・
二
％
の
伸
び
に
な
り
ま
し

た
。
今
月
号
で
は
、
町
政
の
基
本
と
な
る
穴
十
一
年

度
予
算
の
あ
ら
ま
し
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
歳
入
総
額
の
う
ち
、
い
ち
ば
ん
大
き

な
割
合
を
占
め
る
の
は
町
税
で
、
前
年

度
当
初
に
比
べ
八
・
一
％
の
伸
び
と
な

り
ま
し
た
。
次
い
で
大
き
い
の
は
地
方

交
付
税
で
、
前
年
度
に
比
較
す
る
と
八

・
三
％
減
り
ま
し
た
。
国
・
県
支
出
金
，

の
う
ち
、
県
支
出
金
は
四
五
・
九
％
と

か
な
り
大
き
く
伸
び
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
大
き
な
建
設
事
業
が
あ

る
た
め
、
そ
の
財
源
確
保
の
手
段
と
し

て
町
債
が
二
億
五
千
万
円
と
、
前
年
に

比
べ
一
億
六
千
万
円
。
三
倍
以
上
の
伸

び
率
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
他
に
つ
い

て
は
グ
ラ
フ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　
六
十
一
年
度
も
、
よ
り
一
層
の
住
民

福
祉
向
上
を
目
ざ
し
て
、
限
ら
れ
た
財

源
を
効
率
的
に
配
分
し
、
事
業
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　
今
年
度
事
業
の
目
玉
と
し
て
は
、
役

場
庁
舎
西
側
に
建
設
予
定
の
複
合
施
設

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
施
設
は
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て
で
、
・
一
階
を

町
民
の
健
康
づ
く
り
を
受
け
持
つ
保
健

セ
ン
タ
i
。
二
階
は
働
く
人
々
の
憩
い

と
研
修
の
場
と
な
る
勤
労
福
祉
セ
ン
タ

ー
。
三
階
は
、
町
の
立
法
の
府
と
し
て

の
議
場
を
は
じ
め
と
す
る
議
会
関
係
棟

と
い
う
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

使用料及び手数料　18，709千円0．8％

分担金及び負担金　15，978千円0．7％

財産収入　　15，247千円0．6％
諸　収　入　　　14，924千円0．6％

その他　　801千円
940，598＼
＼　千円

田丁固定資産税

　446，310千円

＿　　18．5％

税

諸支出金　15，001千円0．6％　自動車取得税交付金38，000千円1．6％

商　工　費　　5・890千円0・3％　地方譲与税42，000千円1．7％
藁害灌F日萎21011‡目0・1％繰越金5。，。。。千円2．1％r「」

苑・瀟円1馨円
繰入金

鷺・（

　軌
％
3

驚曝．嘩

総務費

668，811千円

　　　27．7％

　諸会費　66．8千円2．8％

消防費104，774千円4．3％

公債費123，988千円

　　　　5．1％r／1

　
円

額
千

総
o
o

系
ゆ

出
1
2

歳
4
．

　
2

農林水産業費

413，632千円

　17．2％

〆　衛生費

327，917千円

　13．6％

　　　土木費

＼
　290，507千円

　　　12．1％

　
　
　
　

脳
葡
側
㏄

円
．
円
円
円
円

千
千
千
千
千

0
　
0
　
8
　
り
D

O
O
2
6
1

　
　
　
　
マ
　
の
じ

亀
亀
駄
先

『
D
　
3

税
税
税
税
税

響
備
取

気
こ
動
地
引

管
肚
材

電
町
軽
特
木

○
℃



（3）広報こうなん

　
　
ゆ
ず

羅
叢

封
購
、
難

灘
蕪

蝋
鯉
κ　

　
　
　
　
　
ウ
　
ず

　
　
　
竈
鍵
　
　
　
繰
礁

・
鍛
酸

　
仲
律

難　
　
　
　
ま
　

…
．
叢
謹
灘

難
　
灘
、
蒙
　
W
難

　
鰻
・
　
　
　
　
や
藩
電

　
　
　
麟
讐

ー
睡

　
　
　
　
議
『

　
萎
凝
雛

　
　
居
鰍

厭
、
謹
叢

譲
騰　

、
議
灘
諜

慧
灘繋鑛

性質別歳出

へ

普通建設事業費

　956．325千円

　その他　119，204千円

公債費123，901千円㌦！

物件費＼
287，499千円

補助費等

379．441千円

　　人件費

555，630千円

へ

昭和61年4月1日

総
費
用
は
五
億
三
千
五
百
万
円
で
す
。

な
お
、
現
在
は
ま
だ
基
本
設
計
の
段
階

な
の
で
、
内
容
等
が
こ
れ
か
ら
多
少
変

っ
て
く
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
複
合
施
設
建
設
の
た
め
、
総
務

費
は
前
年
度
当
初
に
比
べ
約
一
・
五
倍

伸
び
、
歳
出
全
体
の
中
で
も
い
ち
ば
ん

大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
次
い
で
大
き
い
の
は
農
林
水
産
業
費
。

農
村
総
合
整
備
事
業
費
、
近
代
農
村
建

設
事
業
費
、
農
道
整
備
事
業
費
な
ど
を

計
上
し
ま
し
た
。

　
衛
生
費
は
、
複
合
施
設
の
う
ち
保
健

セ
ン
タ
ー
建
設
費
、
広
域
一
部
事
務
組

合
施
設
の
負
担
金
、
各
種
検
診
に
要
す

る
経
費
等
に
あ
て
ら
れ
ま
す
。

　
土
木
費
で
は
、
道
路
台
帳
作
成
委
託

費
、
町
道
整
備
費
、
江
南
中
央
第
一
土

地
区
画
整
理
組
合
補
助
金
な
ど
を
計
上

し
ま
し
た
。

　
教
育
費
に
つ
い
て
は
、
小
学
校
・
中

学
校
・
幼
稚
園
・
給
食
セ
ン
タ
ー
の
管

理
運
営
費
等
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
国
保
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
三
億
三
千
八
十
六

万
四
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
　
円
費
2
金
㎝
費
89
他
92

　
　
千歳出」

保険給

単位千円

137，301

歳入

保
国
繰
⑱
そ

　
内
容
に
つ
い
て
は
別
表
の
通
り
で
す
。

医
療
費
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ

の
原
因
と
し
て
生
活
水
準
の
向
上
で
医

者
に
か
か
る
人
が
増
え
た
り
医
療
技
術

水
準
の
高
度
化
、
治
療
期
間
の
長
い
成

人
病
の
増
加
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
し
か
し
医
療
費
の
一
定
割
合
は
保
険

亘県補助金
　，
125，153 203．48

累　越　金 38，671 保 老人保健拠出金

璽交付金

　の　他

21，869

7，870

険
給
付 総

、

88．10

務　　費

費 28．18

61．5
そ の　　他

％ 11．09

保
国
県

険

補 税

あ⑱馨
他勢
2．4

繰
1
1

．7

助
金
37．8

％

41．5
％’

老
人
保
健
拠
出
金

　そ
　の霧他
費　3，4

　％
％ ％ 26．6 8．5

％ ％

◎⑱とは退職者医療該当者医療費の国の補助金

※保険給付費とは、医療費の7割分で国保で支払ってい

　る医療費、老人保健拠出金とは、70歳以上の方々の医

　療費支払分

税
と
し
て
皆
さ
ん
に
負
担
し
て
い
た
だ

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
保

険
税
を
ア
ッ
プ
さ
せ
な
い
た
め
に
も
医

療
費
の
節
約
を
心
が
け
保
険
税
値
上
が

り
抑
制
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。　

老
人
保
健
特
別
会
計
は
、
高
齢
化
社

会
に
伴
い
、
受
給
者
及
び
受
診
率
が
年

々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
今
後
も
疾

病
に
応
じ
た
適
正
な
医
療
を
受
け
、
健

康
、
医
療
に
関
す
る
認
識
を
深
め
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
六
十
一
年

度
は
歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
億
二
千

八
百
八
十
三
万
九
千
円
を
計
上
し
ま
し

た
。
内
訳
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で

す
。

qD
歳
入

　
支
払
基
金
交
付
金

　
　
　
…
…
二
六
〇
、

国
庫
支
出
金

　
　
　
　
　
…
…
四
五
、

県
支
出
金

　
　
　
　
　
　
－
一
一
、

繰
入
金

　
　
　
　
　
　
三
一
、

そ
の
他
…

働
歳
出

　
総
務
費
：
…
：

医
療
諸
費
・

一
七
七
千
円

五
四
五
千
円

三
八
五
千
円

七
二
二
千
円

…
一
〇
千
円

：
三
一
二
八
千
円

　
　
　
　
－
二
二
八
、
四
九
七
千
円

そ
の
他
：
　
　
　
　
…
…
：
四
千
円

、
業
務
の
予
定
量

①
給
水
戸
水
…
…
…
…
二
、
七
〇
六
戸

働
年
間
総
配
水
量

　
　
　
…
⊥
、
六
九
四
、
O
O
O
㎡

二
、
収
益
的
収
入
及
び
支
出

qD
収
益
的
収
入

　
　
　
…
：
…
二
〇
四
、
四
一
九
千
円

吻
収
益
的
支
出

　
　
　
…
…
…
一
七
八
、
四
六
〇
千
円

　
差
引
当
年
度
純
利
益

　
　
　
　
　
　
…
二
五
、
九
五
九
千
円

三
、
資
本
的
収
入
及
び
支
出

qD
資
本
的
収
入
…
…
五
、
一
五
〇
千
円

ω
資
本
的
支
出

　
　
…
…
…
…
：
五
四
、
九
〇
四
千
円

　
差
引
不
足
額
四
九
、
七
五
四
千
円
は

過
年
度
損
益
勘
定
留
保
資
金
で
補
て
ん

す
る
予
定
。
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今
、
国
、
地
方
と
も
行
財
政
の
改
革
、

が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
江
南

町
に
お
い
て
も
行
政
改
革
推
進
委
員
会
・

が
町
長
の
諮
問
を
受
け
て
審
議
を
重
ね
、

全
項
目
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
、
調
査

し
た
結
果
、
本
大
網
の
趣
旨
実
現
の
た

め
、
歩
み
は
遅
く
と
も
一
つ
一
つ
実
現

し
て
、
二
十
一
世
紀
に
向
い
明
る
い
未

来
の
開
拓
に
ま
い
進
さ
れ
る
よ
う
答
申

を
い
た
だ
き
次
の
よ
う
な
大
綱
を
策
定

い
た
し
ま
し
た
。

基
本
方
針

ω
　
江
南
町
で
は
、
か
ね
て
よ
り
給
料

　
及
び
定
員
管
理
の
適
正
化
等
に
鋭
意

　
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

　
依
然
と
し
て
厳
し
い
行
財
政
環
境
の

　
な
か
で
、
多
様
化
す
る
行
政
需
要
に

　
対
応
し
つ
つ
、
地
域
社
会
の
活
性
化

　
及
び
住
民
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、

　
引
き
続
き
行
政
改
革
を
強
力
に
推
進
．

　
す
る
。

○
○

行政改革推進委員長より町長に

答申された行政改革大綱

ω
　
行
政
改
革
の
推
進
北
当
た
っ
て
は

　
「
江
南
町
行
政
改
革
推
進
委
員
会
」
の

　
答
申
を
尊
重
し
、
議
会
と
連
携
し
つ

　
つ
全
庁
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む

　
と
と
も
に
、
町
民
の
理
解
と
協
力
が

　
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
。

当
面
の
措
置
事
項

1
、
事
務
事
業
の
見
直
し

　
○
条
例
に
基
づ
か
な
い
各
種
団
体
の

　
　
事
務
等
の
見
直
し
（
昭
和
6
1
年
度
）

　
○
道
路
清
掃
を
地
域
区
に
委
任
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
6
1
年
度
）

　
○
指
名
競
争
入
札
の
現
場
説
明
資
料

　
　
を
閲
覧
方
式
に
移
往
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
6
1
年
度
）

　
○
街
路
灯
の
新
設
、
補
修
を
業
者
委

　
　
託
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
6
0
年
度
）

　
○
幼
稚
園
、
保
育
所
の
保
育
料
の
適

　
　
正
化
　
　
　
　
（
昭
和
6
1
年
度
）

　
○
各
種
手
数
料
、
使
用
料
の
適
正
化

　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
6
1
年
度
）

　
○
就
学
援
助
費
補
助
の
対
象
者
見
直

　
　
し
　
　
　
　
　
（
昭
和
6
0
年
度
）

　
○
町
単
独
補
助
金
の
統
合
、
見
直
し

　
　
及
び
サ
ン
セ
ッ
ト
方
式
の
導
入

　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
61
年
度
）

　
○
町
税
の
前
納
報
償
金
、
納
税
組
合

　
　
補
助
金
の
見
直
し

2
、
組
織
・
機
構
の
簡
素
合
理
化

　
○
産
業
課
と
土
地
改
良
課
壱
統
合
す

　
　
る
　
　
　
　
　
（
昭
和
6
1
年
度
）

　
○
各
種
委
員
会
の
定
数
の
見
直
し
を

　
　
行
う
　
　
　
　
（
昭
和
6
1
年
度
）

　
○
幼
稚
園
の
保
育
時
間
の
見
直
し

　
　
　
　
　
　
　
　
露
和
62
年
度
）

　
○
広
域
一
部
事
務
組
合
の
負
担
の
見

　
　
直
し
　
　
　
　
（
昭
和
6
1
年
度
）

　
○
行
政
連
絡
の
徹
底
を
図
る
た
め
行

　
　
政
区
の
改
編
を
行
う

　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
60
年
度
）

　
○
職
員
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

　
　
ム
の
積
極
的
活
用

　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
61
年
度
）

　
○
課
．
・
係
等
の
事
務
分
掌
を
再
編
整

　
　
備
し
合
理
化
を
図
る

　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
6
2
年
度
）

3
、
給
与
の
適
正
化

　
σ
昇
給
の
9
ヶ
月
延
伸
を
実
施
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
5
8
年
度
）

　
○
「
わ
た
り
」
を
廃
止
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
52
年
度
）

　
○
期
末
・
勤
勉
手
当
の
適
正
化
を
推

　
　
進
す
る
　
　
　
（
昭
和
6
0
年
度
）

　
○
退
職
手
当
の
支
給
率
の
適
正
化
を

　
　
推
進
す
る
　
　
（
昭
和
6
1
年
度
）

　
○
初
任
給
の
適
正
化
を
推
進
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
61
年
度
）

4
、
定
員
管
理
の
適
正
化

　
○
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
を
積
極
的
に
活

　
　
用
す
る
　
　
　
（
昭
和
6
0
年
度
）

　
○
退
職
等
に
ょ
る
欠
員
の
補
充
の
抑

　
　
　
ノ

　
　
覧
　
　
）

　
　
　
　
　
』

　
　
制
に
努
め
る
　
（
昭
和
62
年
度
）

5
、
民
間
委
託
・
O
A
化
等
事
務
改
革

　
　
の
推
進

　
○
住
民
情
報
及
び
税
の
諸
証
明
発
行

　
　
事
務
を
O
A
化
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
5
9
年
度
）

　
○
税
・
国
民
年
金
・
水
道
使
用
料
計

　
　
算
事
務
の
電
算
化

　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
5
4
年
度
）

　
○
ワ
ー
プ
ロ
導
入
に
よ
る
事
務
の
合

　
　
理
化
　
　
　
　
（
昭
和
6
0
年
度
）
・

　
○
電
話
交
換
・
清
掃
業
務
の
民
間
委

　
　
託
の
検
討
　
　
　
（
昭
和
61
年
度
）

6
、
会
館
等
公
共
施
設
の
設
置
及
び
管

　
　
理
運
営
の
合
理
化

　
○
千
代
グ
ラ
ン
ド
管
理
を
地
元
ス
ポ

　
　
ー
ツ
団
体
に
委
託

　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
5
6
年
度
）

　
○
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
の
管
理
を
農

　
　
協
に
委
託
す
る
（
昭
和
6
1
年
度
）

　
○
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
を
地
元
に
移

　
　
管
す
る

　
○
坂
上
公
民
館
を
地
元
に
移
管
す
る

　
○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　
　
ア
の
活
用
を
積
極
的
に
推
進
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
六
昭
和
6
0
年
度
）

7
、
そ
の
他

　
　
行
財
政
全
般
に
わ
た
り
見
直
し
を

　
行
い
、
極
力
経
費
の
節
減
、
事
務
等

　
の
簡
素
合
理
化
に
徹
し
、
時
代
に
即

　
応
し
た
行
財
政
の
運
営
に
よ
り
、
将

　
来
の
円
滑
な
行
財
政
の
運
営
が
保
障

　
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
も
の
で
あ
る
。
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（

（

交
通
事
故
防
止
は

、

、

み
ん
な
の
力
で

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
今
年
も
県
民
総
ぐ
る
み
に
よ
る
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運

動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
運
動
の
重
点
は
、
二
輸
車
の
無
謀
運

転
の
追
放
な
ど
三
点
で
す
。

、
熊
谷
警
察
署
で
は
、
こ
の
運
動
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、

市
町
村
・
関
係
団
体
等
と
各
種
対
策
を
強
力
に
推
進
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ4なことにならないようきおつけて下さい

し
め
て
い
ま
す
か
？

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

　
昨
年
、
当
署
管
内
で
発
生
し
た
死
亡

交
通
事
故
十
二
人
に
つ
い
て
調
査
し
た

と
こ
ろ
、
三
人
の
方
が
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

を
し
め
て
い
れ
ば
、
死
亡
し
な
か
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
運
転
者
に
は
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着

用
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
し
っ
か
り
し
め
て
、
安
全

運
転
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

　
ミ
ニ
バ
イ
ク
に
乗
る
時
は
、
必
ず
ヘ

ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、

今
年
七
月
五
日
か
ら
は
、
ミ
ニ
バ
イ
ク

の
ノ
ー
ヘ
ル
運
転
者
に
、
行
政
処
分
点

数
が
付
与
さ
れ
る
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。チ

ビ
ッ
コ

お
年
寄
り
の
方

気
を
つ
け
て

　
子
供
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め
、

家
庭
で
の
交
通
安
全
に
対
す
る
指
導
が

大
切
で
す
。

r（、

特
に
次
の
こ
．

と
に
つ
い
て
、

親
が
教
え
ま
し

ょ
う
。

①
道
路
へ
の
飛

び
出
し
は
絶
対

に
し
な
い
。

　
昨
年
、
当
署
管
内
で
発
生
し
た
子
供

の
関
係
す
る
交
通
事
故
百
三
十
六
件
中
、

飛
び
出
し
に
よ
る
も
の
は
、
三
十
七
件

を
占
め
て
い
ま
す
。

　
子
供
と
一
緒
に
外
出
す
る
時
は
、
親

が
手
本
を
示
し
、
安
全
な
通
行
方
法
や

横
断
の
仕
方
を
、
具
体
的
に
教
え
ま
し

ょ
う
。

②
道
路
で
は
遊
ば
な
い
。

　
校
庭
や
公
園
な
ど
安
全
な
場
所
で
遊

ぶ
よ
う
に
指
導
し
ま
し
よ
う
。

　
ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
子
供
た
ち
の
遊

ん
で
い
る
場
所
が
、
安
全
で
あ
る
か
否

か
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

③
点
検
、
整
備
さ
れ
た
自
転
車
に
乗
せ

る
。

　
ブ
レ
ー
キ
や
ラ
イ
ト
の
点
検
を
実
施

し
、
整
備
さ
れ
た
自
転
車
に
乗
せ
ま
し

ょ
う
。

　
ま
た
、
自
転
車
は
、
と
っ
さ
の
時
に

自
由
に
操
作
で
き
る
よ
う
、
必
ず
体
に

合
っ
た
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
ヶ
。

　
最
近
、
お
年
寄
り
の
方
が
被
害
に
あ

う
死
亡
交
通
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
、
次
の
こ
と
を
守

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

①
道
路
を
横
断
す
る
時
は
、
必
ず
近
く

の
横
断
歩
道
や
安
全
な
場
所
を
利
用
す

る
。

②
走
っ
て
く
る
車
の
す
ぐ
後
や
、
止
っ

て
い
る
車
の
影
か
ら
の
横
断
は
し
な
い
。

③
道
路
へ
の
飛
び
出
し
は
し
な
い
。

④
自
転
車
で
右
折
す
る
時
は
、
必
ず
後

方
の
安
全
を
確
認
す
る
。

な
く
そ
う

バ
イ
ク
の
無
謀
運
転

　
昨
年
、
当
署
管
内
で
発
生
し
た
人
身

交
通
事
故
は
、
一
千
六
十
一
件
で
、
こ

の
う
ち
二
輪
車
の
関
係
し
た
事
故
は
、

二
百
二
件
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
故
の
主
な
原
因
は
、
ス

ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
、
飲
酒
運
転
、
一

時
不
停
止
、
信
号
無
視
、
急
な
ハ
ン
ド

ル
操
作
等
で
す
。

　
交
通
事
故
を
起
こ
し
た
り
、
交
通
事

故
に
あ
わ
な
い
た
め
に
、
次
の
こ
と
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

①
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
正
し
く
か
ぶ
る
。

②
安
全
速
度
を
守
る
。

③
交
差
点
で
は
必
ず
一
時
停
止
を
し
、

安
全
を
確
認
す
る
。

④
飲
酒
運
転
は
絶
対
し
な
い
。
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昭
和
六
十
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
期
限
は
、
三
月
十
五
日
ま
で
で
し
た

が
、
つ
い
う
っ
か
り
忘
れ
て
確
定
申
告

書
を
提
出
し
な
か
っ
た
り
、
確
定
申
告

書
を
提
出
し
た
後
で
、
計
算
違
い
な
ど

申
告
内
容
に
間
違
い
が
あ
る
こ
と
に
気

付
い
た
方
は
い
ま
せ
ん
か
。
も
う
一
度

確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
申
告
内
容
に
間
違
い
が
あ
っ
た
と
き

は
、
次
の
手
続
き
な
ど
で
訂
正
を
し
て

く
だ
さ
い
。

〈
税
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た
と
き
〉

　
確
定
申
告
を
し
た
後
、
申
告
し
た
税

金
が
多
か
っ
た
こ
と
に
気
付
い
た
と
き

は
、
正
し
い
金
額
に
す
る
た
め
、
「
更
正

の
請
求
」
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
更
正
の
請
求
が
で
き
る
期
間
は
、

消防職員募集

確
定
申
告
が

　
　
　
　
間
違
っ
て
い
た
と
き
は

昭
和
六
十
年
分
に
つ
い
て
は
六
十
二
年

．
三
月
十
六
日
ま
で
で
す
。

　
更
正
の
請
求
を
す
る
場
合
の
用
紙
は
、

税
務
署
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　
〈
税
金
を
少
な
く
申
告
し
て
い
た
と
き
〉

　
申
告
し
た
税
金
が
少
な
か
っ
た
こ
と

に
気
付
い
た
と
き
は
、
正
し
い
金
額
に

す
る
た
め
に
「
修
正
申
告
」
を
し
て
く
．

だ
さ
い
。

　
・
こ
の
修
正
申
告
は
、
税
務
署
か
ら
更

　
　
　
　
　
脇
燈
．

　
　
　
　
　
　
翠
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
吻
．
c
、

沼
る
　
く
学
　
　
か
生
　
か
生

○試験日

　第1次……5丹8日休）
　第2次……5月22日（木〉

○場　所
熊谷地区消防本部

○募集職種
　消防士（男）若干名
○受験資格
1．受験申込時以降熊谷市、妻
　町、江南町、大里村に居住す
　方

2．高等学校を卒業した方もし
　はこれらの方と同程度以上の
　力のある次の方

）

正
を
受
け
る
ま
で
は
、
い
つ
で
も
で
き

ま
す
が
、
税
務
署
の
調
査
を
受
け
た
後

で
修
正
申
告
を
し
た
り
、
更
正
を
受
け

た
り
す
る
と
、
加
算
税
が
か
か
り
ま
す
。

　
調
査
を
受
け
る
前
に
自
主
的
に
修
正

申
告
を
し
た
と
き
は
、
加
算
税
は
か
か

り
ま
せ
ん
の
で
、
早
め
に
申
告
す
る
方

が
有
利
で
す
。

◎
確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き
は
た

だ
ち
に
確
定
申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　
こ
の
申
告
は
「
期
限
後
申
告
」
と
い

っ
て
税
務
署
か
ら
決
定
を
受
け
る
ま
で

は
、
い
つ
で
も
で
き
ま
す
し
、
加
算
税

も
、
税
務
署
の
調
査
を
受
け
た
後
で
期

限
後
申
告
を
し
た
り
、
決
定
を
受
け
た

り
す
る
と
、
　
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
が
、

調
査
を
受
け
る
前
で
す
と
五
パ
ー
セ
ン

ト
で
済
み
ま
す
。

　
詳
し
く
は
最
寄
り
の
税
務
署
・
税
務

相
談
室
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

①高校卒　昭和41年4月2日か
　　ら昭和43年4月1日までに生
　　まれた方
②短大卒　昭和39年4月2日か

　　ら昭和41年4月1日までに生
　　まれた方
③大学卒　昭和37年4月2日か

　　ら昭和39年4月1日までに生
　　まれた方
○受験申込書の交付

　申込書は、熊谷地区消防本部総
務課、各出張所、役場で交付
○受付け

　4月21日から4月30日まで（土
曜の午後、日曜、祝日を除く。）

※詳しくは、熊谷地区消防本部へ
　奮22－4444（内線205、207）

，
　
　
l
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1
－

》
　
幼
い
日
、
春
の
野
で
、
タ
ン
ポ

づ

《
ポ
の
花
を
摘
ん
で
遊
ん
だ
り
、
白

ヤ

》
い
綿
毛
を
吹
い
て
う
ら
な
い
を
し

チ

杢
た
思
い
出
を
お
持
ち
の
方
も
多
い

ノ
ノ

《
こ
と
で
し
ょ
う
。

、Nジ

《
昔
か
ら
あ
っ
た
在
来
種
と
、
明
治

《
時
代
に
牧
草
と
共
に
渡
来
し
、
北

ミ〉）海

道
か
ら
広
が
っ
た
と
言
わ
れ
る

づ、N

セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
と
が
あ
り
ま

〉
V

ジ
す
。
あ
な
た
が
子
供
の
時

モ

》
に
遊
ん
だ
タ
ン
ポ
ポ
は
ど

タ

《
っ
ち
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

ヤ！－

　
環
境
庁
が
さ
き
ご
ろ
発

な
》
表
し
た
『
緑
の
国
勢
調
査
』

づ
《
　
（
自
然
環
境
保
全
基
礎
調

モ

》
査
）
の
結
果
に
よ
る
と
、

づ、、

現
在
は
、
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン

ジハハポポ

の
ほ
う
が
多
く
、
分

ヤ

》
布
も
沖
縄
ま
で
広
が
っ
て

ジxx

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

〉）
”
た
。

ヤ

》
　
こ
の
調
査
は
、
全
国
を
一
キ
ロ

づ

《
四
方
の
網
目
（
メ
ッ
シ
ュ
）
に
分

、N

》
そ
の
網
目
の
中
で
、
調
査
対
象
の

ノ
ノハハ生

物
を
見
た
か
ど
う
か
を
報
告
し

ミ

ジ
て
そ
の
結
果
を
ま
と
め
た
も
の
で

ヤ

》
す
。
調
査
メ
ッ
シ
ュ
九
万
六
千
二

づ

ハ
ハ
百
六
の
う
ち
、
在
来
タ
ン
ポ
ポ
が

ヤ

》
見
ら
れ
た
の
は
、
三
万
八
千
三
百

ラ
『　

　
）
　
）
■

》
　
タ
ン
ポ
ポ
は
大
き
く
分
け
る
と
、

》
け
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
の
人
た
ち
が
、

　
　
　
の
部
分
）
が
上
を
む
い
て

ポ
い
る
の
に
対
し
・
セ
ィ
ヨ

ポ
ゥ
タ
ン
ポ
ポ
は
下
に
そ
り

　
　
　
か
え
っ
て
い
ま
す
。

ン
さ
て
・
春
と
い
え
ば
タ

タ
ン
ポ
ポ
と
同
時
に
春
の
小

　
　
　
川
の
歌
を
連
想
し
ま
す
。

　
　
　
四
月
は
『
河
川
美
化
月
間
』

　
　
　
で
す
。
川
を
よ
ご
さ
な
い

よ
う
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
地
域

で
行
わ
れ
る
河
川
の
清
掃
な
ど
に

協
力
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

八
十
九
、
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
は
κ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

四
万
六
千
二
百
七
十
九
で
し
た
。
　
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
づ

　
百
庫
ほ
ど
の
間
に
セ
イ
ヨ
ウ
タ
《

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

ン
ポ
ポ
が
こ
ん
な
に
増
え
た
の
は
！
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
の
種
子
が
軽
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク

く
、
し
か
も
単
為
生
殖
（
オ
シ
ベ
《

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ

と
メ
シ
ベ
の
な
い
生
殖
）
な
の
で
、
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
づ

遠
く
ま
で
一
人
旅
を
し
て
繁
殖
で
x
N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ

き
る
た
め
だ
そ
う
で
す
。
　
　
　
　
ハ
〈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ

　
見
分
け
方
は
と
い
う
と
、
在
来
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク

　
　
　
タ
ン
ポ
ポ
は
、
花
を
さ
さ
N
N

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ

　
　
え
て
い
る
編
鶴
厳
（
ガ
ク
《

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ハ

馳
●
、

1
〃
W
〃
“
〃
“
〃
“
〃
“
〃
“
〃
“
〃
“
〃
“
〃
“
〃
“
〃
“
〃
眠
〃
“
〃
舐
〃
“
〃
“
〃
“
〃
“
〃
“
〃
眠
〃
“
〃
“
1
二気グヤジ美ク気づモグ受づモジ蔑クモジニモづ美ジモづ美ジモタ美ダ美〃§タ美グ養ジ美づ、ジ気チ美づヤダヤづヤ
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昭
和
六
十
年
の
献
血
者
は
全
国
で
約

八
百
七
十
万
人
。
全
人
口
の
約
七
・
二

％
の
献
血
率
は
、
世
界
で
も
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
を
誇
り
ま
す
。
し
か
し
、
一
回
当

た
り
の
献
血
量
「
二
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
」

は
、
世
界
で
も
最
少
量
の
レ
ベ
ル
で
す
。

そ
の
た
め
多
く
の
善
意
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
医
療
用
の
血
液
は
不
十
分
な
の
が

現
状
で
す
。
こ
の
た
め
、
今
回
の
改
正

で
は
、
従
来
の
「
二
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル

献
血
」
に
加
え
、
新
た
に
「
四
百
ミ
リ

リ
ッ
ト
ル
献
血
」
と
血
液
中
の
特
定
成

分
だ
け
を
採
血
す
る
「
成
分
献
血
」
が

導
入
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
四
月

一
日
か
ら
は
こ
れ
ら
三
つ
の
中
か
ら
ど

れ
か
を
選
ん
で
献
血
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

四
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献
血

安
全
性
は
実
証
済
み

　
血
液
の
安
定
確
保
と
、
輸
血
に
よ
る

肝
炎
な
ど
の
感
染
や
そ
の
ほ
か
の
副
作

用
を
減
ら
す
た
め
に
生
ま
れ
た
の
が
四

百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献
血
で
す
。
少
な
い

人
数
で
輸
血
量
を
確
保
で
き
る
の
で
、

安
全
性
も
得
ら
れ
る
方
法
で
す
。

　
こ
の
方
法
は
、
日
本
人
と
同
じ
ぐ
ら

い
の
体
格
を
し
た
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
（
，

新
し
い
献
血
制
度
ス
タ
ー
ト

　
　
　
　
四
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
献
血
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
ほ
か
『
世
界
各
国
で
か
な
り
前
か
ら
行

わ
れ
て
お
り
、
医
学
的
に
も
そ
の
安
全

性
は
十
分
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
成
分
献
血

　
必
要
な
成
分
を
採
血

　
成
分
献
血
と
は
、
血
液
中
の
血
漿
あ

る
い
は
血
小
板
だ
け
を
採
血
す
る
方
法

で
す
。

　
血
漿
成
分
か
ら
つ
く
る
血
漿
分
画
製

剤
は
、
現
在
の
医
療
に
な
く
て
は
な
ら

な
い
も
の
で
す
。
し
か
し
今
、
こ
の
製

剤
を
つ
く
る
血
漿
は
国
内
で
確
保
で
き

な
い
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
そ
の
製
剤

昭
和
六
十
一

へ
＼

　
（
ド

や
血
漿
の
九
〇
％
以
上
を
外
国
に
頼
っ

て
い
ま
す
。
医
療
に
必
要
な
こ
の
製
剤

を
国
内
で
つ
く
る
た
め
に
も
、
成
分
献

血
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
採
血
方
法
な

の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
度

畜
犬
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

　
昭
和
六
十
一
年
度
の
畜
犬
登
録
と
、

狂
犬
病
予
防
注
射
を
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
。
生
後
九
十
一
日
以
上
の
犬
を
飼

っ
て
い
る
方
は
、
愛
犬
に
必
ず
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射
を
行
い
、
鑑
札
と
注

商
工
会
主
催
特
別
講
演
会

　
　
　
　
　
　
　
”
人
を
動
か
す
話
術
”

　
三
月
十
五
日
　
商
工
会
主
催
に
よ
る

特
別
講
演
会
が
町
民
体
育
館
二
階
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　
欝
師
は
、
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
等
で
お

な
じ
み
の
T
B
S
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

・
大
沢
悠
里
さ
ん
。
ラ
ジ
オ
の
語

り
口
そ
の
ま
ま
に
、
ラ
ジ
オ
や
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
の
裏
話
、
放
送
界
へ

入
る
き
っ
か
け
、
夫
婦
の
つ
き
あ

い
方
な
ど
を
お
も
し
ろ
お
か
し
く

聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

最
後
に
も
の
ま
ね
ま
で
披
露
し
て

く
れ
、
聴
き
に
来
ら
れ
た
百
人
近

く
の
人
た
ち
を
二
時
間
、
笑
い
っ

ぱ
な
し
に
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

射
済
票
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
予
防
注
射
は
、
前
年
度
か
ら

新
ワ
ク
チ
ン
に
切
り
替
わ
り
、
年
一
回

に
な
り
ま
し
た
の
で
、
こ
の
機
会
に
必

ず
受
け
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
の
で
、
も

よ
り
の
会
場
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。
当

日
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
直
接
、
獣
医

師
宅
で
受
け
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

（
こ
の
場
合
、
代
金
は
若
干
増
額
に
な

り
ま
す
）

◎
日
程

四
月
二
十
二
日
（
火
）

　
三
本
渡
唐
神
社
　
午
前
九
時
三
十
分

～
十
時
四
十
分

　
成
沢
坂
上
公
民
館
　
午
前
十
時
五
十

分
～
十
一
時
五
十
分

　
板
井
十
字
路
（
小
林
商
店
前
）
午
後

一
時
十
分
～
二
時

　
野
原
文
殊
寺
　
午
後
二
時
十
分
～
三

時四
月
二
十
四
日
（
木
）

　
農
協
本
所
　
午
前
九
時
三
十
分
～
十

一
時
三
十
分

　
農
協
南
支
所
　
午
後
一
時
十
分
～
三

時　
役
場
前
駐
車
場
午
前
九
時
三
十
分

～
十
一
時
五
十
分

◎
料
金

　
登
録
料
…
…
…
…
…
二
千
百
円

　
注
射
料
…
…
…
…
二
千
七
百
円

　
計
…
…
：
…
…
…
四
千
八
百
円

※
問
合
せ

　
役
場
住
民
課
智
三
六
－
一
五
二
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
二
四
）

く
＞
く
＞
く
＞
く
＞
く
｝
く
＞
く
＞
く
＞
く
＞
く
＞
く
＞

お
誕
生
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　
〔
荒
鰭
〕

成
　
沢

　
遠
藤
　
布
美
也
　
二
男
（
克
　
）

　
佐
藤
　
啓
一
　
　
長
男
（
千
　
秋
）

押
　
切

　
柴
田
　
良
介
　
　
長
男
（
良
　
文
）

樋
春

　
小
松
原
　
学
　
　
二
男
（
壽
　
和
）

御
正
新
田

　
神
谷
　
早
紀
　
　
二
女
（
哲
　
司
）

須
賀
広

　
高
橋
　
紘
子
　
　
長
女
（
貞
　
夫
）

　
松
本
　
崇
　
　
　
二
男
（
隆
多
郎
）

板
井

　
倉
野
渚
　
長
女
（
明
）
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糠
蘇
羅
蕪
難

現
況
届
を
お
忘
れ
な
く

　
国
民
年
金
に
任
意
加
入
さ
れ
て
い
る

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
に
は
、
社
会

保
険
庁
か
ら
「
現
況
届
」
の
用
紙
が
送

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
届
は
四
月
一
日

か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
新
し
い
国
民
年
金

で
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
」
　
（
第

三
号
被
保
険
者
）
と
し
て
加
入
す
る
た

め
に
必
要
な
も
の
で
す
。
　
「
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
奥
さ
ん
」
（
第
三
号
被
保
険
者
）

の
資
格
が
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
手
続
き

を
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、
い
ま
す
ぐ
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
お
手
元
に
送
ら
れ
た
「
現
況

届
」
の
用
紙
は
三
月
三
十
一
日
ま
で
し

か
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
四
月
以
降

は
新
し
い
三
部
複
写
の
用
紙
で
届
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
届
出
の
用
紙
は
役

場
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
事

項
を
記
入
し
、
ご
主
人
の
お
勤
め
先
で

確
認
を
受
け
た
う
え
、
ご
提
出
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、
ご
主
人
の
お
勤
め
先
で
確
認

を
受
け
な
い
場
合
は
「
届
出
」
に
①
健

康
保
険
の
被
保
険
者
証
と
②
ご
主
人
の
，

年
金
手
帳
を
そ
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　
ご
主
人
が
厚
生
年
金
の
職
場
に
お
勤

め
の
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
」
（
第

三
号
被
保
険
者
）
で
、
現
在
、
国
民
年

金
に
加
入
中
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

「
現
況
届
」
の
用
紙
が
送
ら
れ
て
こ
な

か
っ
た
奥
さ
ん
、
役
場
の
窓
口
に
用
紙

が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入

し
、
ご
主
人
の
お
勤
め
先
の
確
認
を
受

け
た
う
え
で
、
ご
提
出

く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金
に
加
入
し

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
「
現
況
届
」
が
送
ら

れ
て
こ
な
い
人
に
は
、

次
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

○
お
届
に
な
っ
て
い
る

　
住
所
と
お
住
ま
い
に

　
な
っ
て
い
る
住
所
が

　
異
な
る
。

　
　
－
）
豆
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
国
民
年
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
加
入
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
た
後
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
結
婚
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
が
、
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
意
加
入
へ

　
の
変
更
の
手
続
き
を
と
っ
て
い
な
い
。

○
国
民
年
金
に
加
入
後
、
ご
主
人
が
厚

　
生
年
金
に
加
入
し
た
が
、
任
意
加
入

　
の
変
更
手
続
き
を
と
っ
て
い
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
人
は
、
ま
ず
役
場
の
窓

口
で
お
た
ず
ね
の
う
え
、
必
要
な
手
続

き
を
と
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。　

現
在
、
い
ず
れ
の
公
的
年
金
制
度
に

も
加
入
さ
れ
て
い
な
い
「
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
奥
さ
ん
」
　
（
第
三
号
被
保
険
者
）

20歳から60歳になるまで加入
●ライフサイクルによりかわる国民年金の被保険者タイプ

講　　溺

　　＿．㌧〆

は
新
し
い
国
民
年
金
が
ス
タ
ー
ト
す
る

今
年
の
四
月
一
日
以
降
に
「
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
奥
さ
ん
」
の
届
出
が
必
要
で
す
。

　
「
届
出
」
の
用
紙
は
三
部
複
写
と
な

っ
て
お
り
、
役
場
の
窓
口
に
備
え
つ
け

て
あ
り
ま
す
。
な
お
、
ご
主
人
の
お
勤

め
先
を
通
じ
て
「
届
出
」
の
用
紙
を
お

配
り
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
い
ま
だ
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
な
い

サ
ラ
リ
」
マ
ン
の
奥
さ
ん
の
場
合
、
四

月
以
降
に
第
三
号
被
保
険
者
の
届
を
さ

れ
ま
す
と
、
新
し
い
国
民
年
金
に
加
入

さ
れ
た
旨
を
記
載
し
た
年
金
手
帳
を
お

渡
し
し
ま
す
α

　
国
民
年
金
だ
け
で
は
な
く
、
厚
生
年

金
に
加
入
し
た
と
き
も
年
金
手
帳
に
記

載
さ
れ
ま
す
。
年
金
手
帳
は
い
わ
ば
あ

　
　
　
な
た
ご
自
身
の
年
金
史
で
す
。

　
　
　
将
来
あ
な
た
の
年
金
権
を
確
認

　
　
　
す
る
大
切
な
も
の
で
す
。鑛’

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
で

も
、
ご
主
人
が
厚
生
年
金
や
共

済
年
金
に
加
入
し
て
い
る
だ
け

で
は
、
国
民
年
金
の
「
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
」
　
（
第
三
号

ノ紀
　
「
）

被
保
険
者
）
に
は
な
れ
ま
せ
ん
。

　
国
民
年
金
で
は
、
職
場
の
厚
生
年
金

あ
る
い
は
共
済
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い

る
人
、
ま
た
、
江
疋
の
収
入
の
あ
る
人

は
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
」
の
扱

い
に
は
し
ま
せ
ん
。
難
し
い
言
葉
で
い

え
ば
、
被
扶
養
配
偶
者
で
あ
る
こ
と
が

絶
対
の
条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
健
康
保
険
、
共
済
組
合
の
被
扶
養

者
と
な
っ
て
い
る
人
と
い
う
こ
と
が
一

応
の
目
安
と
な
り
ま
す
。

　
一
部
に
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
」

（
第
三
号
被
保
険
者
）
と
し
て
の
届
を

す
る
と
、
ご
主
人
の
給
料
か
ら
そ
の
保

険
料
が
天
引
き
さ
れ
る
か
ら
届
出
を
し

な
い
と
い
う
人
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は

ま
っ
た
く
の
誤
解
で
す
。
新
し
い
制
度

の
厚
生
年
金
、
共
済
年
金
で
は
、
奥
さ

ん
が
い
て
も
、
独
身
で
も
、
保
険
料
は

一
定
で
す
。
保
険
料
は
男
性
、
女
性
そ

れ
ぞ
れ
決
め
ら
れ
た
率
を
給
料
に
掛
け

て
計
算
さ
れ
ま
す
の
で
、
奥
さ
ん
の
分

の
保
険
料
が
、
そ
の
ご
主
人
の
給
料
か

ら
天
引
き
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ご
主
人
の
加
入
す
る
厚
生
年
金
や

共
済
組
合
が
制
度
全
体
と
し
て
負
担
す

る
仕
組
み
を
と
っ
て
い
ま
す
。
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今
年
の
六
月
一
日
か
ら
児
童
手
当
法

が
改
正
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
三
人
目
以
降

の
子
供
か
ら
支
給
さ
れ
て
い
た
手
当
が

二
人
目
以
降
の
子
供
か
ら
支
給
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
支
給
期
問
は
小

学
校
入
学
ま
で
で
す
。

　
た
だ
し
昭
和
六
十
一
年
度
は
経
過
措

置
に
よ
り
、
三
人
目
以
降
の
義
務
教
育

修
了
前
の
子
供
に
つ
い
て
、
月
額
五
千

円
、
昭
和
五
十
九
年
六
月
二
日
以
降
生

ま
れ
た
二
人
目
の
子
供
に
つ
い
て
、
月

額
二
千
五
百
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
前
年
の
収
入
が
一
定
額
以
上

の
方
は
手
当
を
受
給
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
被
用
者
（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
）
並
び

に
公
務
員
を
対
象
と

し
た
特
例
給
付
は
昭

和
六
十
六
年
五
月
ま

で
継
続
と
な
り
、
支

給
要
件
は
児
童
手
当
と
同
じ
で
す
。

　
新
し
く
対
象
と
な
る
昭
和
五
十
九
年

六
月
二
日
以
降
生
ま
れ
た
二
人
目
の
子

供
を
養
育
し
て
い
る
方
の
申
請
手
続
き

は
、
五
月
一
日
か
ら
五
月
三
十
一
日
ま

で
役
場
住
民
課
の
窓
口
で
受
付
け
ま
す

の
で
、
お
早
め
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
三
人
目
以
降
の
子
供
を
出
生

さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
随
時
受
付
け

を
し
て
お
り
ま
す
。
　
（
公
務
員
や
国
鉄

の
職
員
の
方
は
勤
め
先
へ
請
求
し
て
く
．

だ
さ
い
。
）

※
詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
福
祉
係
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
一
一
四
）

　
次
に
該
当
す
る
方
々
に
特
別
弔
慰
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔

慰
金

H
対
象
者

　
満
州
事
変
が
起
っ
た
日
（
昭
和
六
年

九
月
十
八
日
）
以
降
の
戦
没
者
な
ど
の

遺
族
。
た
だ
し
、
昭
和
六
十
年
四
月
一

日
に
同
じ
戦
没
者
に
つ
い
て
公
務
扶
助

　
三
〇
万
円
の
記
名
国
債

・
無
利
子
）

，
国
時
効
　
昭
和
六
士
二
年
六
月
十
三
日

　
以
上
が
、
今
回
の
特
別
弔
慰
金
の
要

旨
で
す
が
、
く
わ
し
く
は
江
南
町
役
場

住
民
課
ま
で
、
ド
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

料
、
遺
族
年
金
な
ど

を
受
け
て
い
る
場
合

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

口
支
給
額

　
　
　
（
＋
年
償
還
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ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
「
余
暇
」
は
余

っ
た
暇
と
書
き
ま
す
。
は

た
し
て
、
何
か
ら
余
っ
た

暇
な
の
で
し
ょ
う
。
高
度

成
長
時
代
、
仕
事
が
第
一

の
価
値
だ
っ
た
こ
ろ
、
余

暇
は
仕
事
を
し
た
あ
と
の

“
余
り
も
の
”
だ
っ
た
よ

う
で
す
。
と
こ
ろ
が
最
近

の
余
暇
時
間
の
増
加
に
ょ

り
、
余
暇
は
“
余
り
も
の
”

ど
こ
ろ
か
ま
す
ま
す
重
要
な
も
の
へ
と

変
わ
り
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。
さ
て
、

一
生
の
う
ち
に
い
っ
た
い
ど
れ
く
ら
い

余
暇
時
間
が
あ
る
と
お
思
い
で
す
か
。

十
五
歳
か
ら
平
均
寿
命
（
男
約
74

歳
、

女
約
8
0
歳
）
ま
で
の
余
暇
時
間
は
、
男

女
平
均
す
る
と
十
八
万
三
千
二
百
五
十

時
間
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
仕
事
の
“
余
り
も
の
”
か
ら
、
重
要

な
時
間
へ
と
変
化
す
る
余
暇
時
間
i

I
そ
こ
で
、
皆
さ
ん
は
余
暇
を
ど
の
よ

う
に
と
ら
え
、
ど
の
よ
う
な
使
い
方
を

し
て
い
る
か
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

／
態
「
～
．

　
　
　
ノ

一”／
■ρ’　o
ψ／
．
、
ろ
7

つ
○

／
．
／

垂、

　
　
　
　
　
　
変
化
す
る
余
暇
活
動

ゴ
ロ
寝
か
ら
活
動
的
な
利
用
へ

▽
デ
ー
タ
ム

　
日
本
人
の
暮
ら
し
方
に
関
す
る

価
値
観
を
み
る
と
「
趣
味
に
あ
っ

た
暮
ら
し
」
、
　
「
の
ん
き
に
暮
ら

す
」
と
答
え
た
人
の
合
計
が
五
〇

％
を
超
え
た
。
ま
た
、
　
「
今
後
の

生
活
の
力
点
を
ど
こ
に
お
く
か
」

と
い
う
質
問
に
対
し
て
「
レ
ジ
ャ

i
・
余
暇
生
活
」
を
あ
げ
る
人
が

徐
々
に
増
え
て
い
る
。
昭
和
五
十
．

三
年
に
「
食
生
活
」
を
上
回
り
、

五
十
八
年
に
は
そ
れ
ま
で
一
位
の

座
を
守
り
続
け
て
い
た
「
住
生
活
」

を
も
抜
き
ト
ッ
プ
に
お
ど
り
出
た
。

　
〈
資
料
・
文
部
省
統
計
数
理
研
究

所
「
日
本
入
の
国
民
性
」
昭
和
五

十
九
年
十
一
月
、
総
理
府
「
国
民

生
活
に
関
す
る
世
論
調
査
」
昭
和

六
＋
年
五
月
〉

　
余
暇
は
日
常
生
活
の
中
で
、
一
番
力

を
入
れ
る
分
野
と
な
っ
た
わ
け
で
す
が
、

は
た
し
て
ど
の
よ
う
な
使
わ
れ
方
の
変

化
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
最
近
の
余
暇
の
時
間
の
過
ご
し
方
は
、

昭
和
三
十
年
代
に
い
わ
れ
た
”
一
億
総

レ
ジ
ャ
i
時
代
”
と
は
趣
き
が
変
わ
っ

て
き
て
い
ま
す
。
画
一
的
な
余
暇
活
動

か
ら
自
分
の
趣
味
や
趣
向
に
合
っ
た
こ

と
を
す
る
、
個
性
的
な
活
動
を
す
る
人

が
増
え
た
と
い
え
る
の
で
し
ょ
う
。

　
年
代
別
に
大
勢
を
占
め
て
い
た
余
暇

時
間
の
使
い
方
と
変
化
を
見
て
み
ま
し

ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
じ

　
　
　
休
息
・
ス
ト
レ
ス
解
消
型

　
　
　
ゴ
ロ
寝
で
テ
レ
ビ
を
見
る

　
“
休
日
は
、
ゴ
ロ
寝
し
て
テ
レ
ビ
を

見
る
の
が
最
高
”
1
こ
の
よ
う
に
考

え
行
動
す
る
の
が
休
息
・
ス
ト
レ
ス
解
、

消
型
で
す
。

　
仕
事
が
生
活
の
中
心
で
、
余
暇
時
間

に
仕
事
の
疲
れ
を
い
や
し
、
ス
ト
レ
ス

を
解
消
さ
せ
る
の
を
目
的
と
し
て
い
る

タ
イ
プ
で
す
。

　
昭
和
四
十
年
代
に
は
百
人
の
う
ち
七

十
八
人
が
こ
の
よ
う
な
余
暇
時
間
を
過

ご
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
五
十
七

年
に
な
る
と
四
十
五
人
へ
と
減
っ
て
き

て
い
ま
す
。

　
　
　
生
活
向
上
・
自
己
投
資
型

　
　
　
積
極
的
な
利
用
が
増
え
る

　
余
暇
時
問
を
仕
事
と
完
全
に
切
り
離

し
、
自
由
に
使
お
う
と
す
る
タ
イ
プ
。

　
使
い
方
は
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
体
操
な

ど
で
健
康
増
進
を
図
っ
た
り
、
日
曜
大

　
　
）
Ω

工
、
手
芸
な
ど
で
趣
味
の
幅
を
広
げ
て

い
き
ま
す
。
　
”
○
○
の
た
め
に
使
う
”

と
い
う
よ
う
に
、
余
暇
を
有
効
に
利
用

し
ょ
う
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
い
ま
す
。

五
十
年
代
前
半
の
代
表
的
な
余
暇
時
間

の
利
用
の
し
か
た
で
、
現
在
も
さ
か
ん

で
す
。

　
　
　
楽
し
み
追
求
型

　
　
　
　
充
実
し
た

　
　
　
　
　
サ
ー
ビ
ス
を
望
む

　
五
十
年
代
も
後
半
に
な
る
と
、
健
康

増
進
に
し
て
も
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
パ
ン
ツ

一
枚
で
で
き
る
ジ
ョ
ギ
ン
グ
で
は
な
く
、

ス
ポ
ー
ツ
教
室
に
通
い
、
よ
り
充
実
し

た
余
暇
を
過
ご
す
タ
イ
プ
が
増
え
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
休
日
に
家
族
全
員
で

レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
に
行
き
、
家
庭
で
は

味
わ
え
な
い
専
門
店
の
味
を
楽
し
む
と

い
っ
た
タ
イ
プ
も
、
楽
し
み
追
求
型
に

含
ま
れ
ま
す
。

　
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
み
、
余
暇
時
間
を

有
効
に
使
う
生
活
向
上
型
・
自
己
投
資

型
や
楽
し
み
追
求
型
は
昭
和
五
十
年
以

降
増
え
は
じ
め
、
昭
和
四
十
五
年
に
「
レ

ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
」
と
答
え
た
人
は
百

人
の
う
ち
十
五
人
だ
っ
た
の
に
、
五
十

七
年
に
は
二
・
四
倍
の
三
十
六
人
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
余
暇
が
生
活
の
中
心
と
な
り
、
使
い

方
も
、
休
息
志
向
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
人

が
個
性
的
、
積
極
的
に
使
い
始
め
て
い

る
の
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。




